
Agilent Bond Elut QuEChERS EMR LIPID の
推奨プロトコル

技術概要

はじめに

QuEChERS および除タンパク処理は、食品を初めとする多くの分野で広く認められ採用されて
いるサンプル前処理メソッドです。脂質は夾雑物となり、分析経路内に蓄積し、質量分析に
おいてマトリックス効果の原因となります。これにより、分析メソッドの性能が低下し機器
の寿命が短くなるため、脂質除去は大いに望れることです。

脂質除去の必要性は十分に理解されていますが、現行のメソッドは多くの場合、分析対象物
の回収率を犠牲にし、いくつかのターゲット化合物は脂質とともに除去されます。

しかし、Agilent Bond Elut QuEChERS EMR LIPID は、すべてのサンプル前処理法製品の中で最も完全
な脂質除去と分析対象物の回収率を実現しているため、脂質除去と分析対象物の回収率との
間で選択を迫られることがなくなりました。

Agilent Bond Elut QuEChERS EMR LIPID (EMR-Lipid) は他のタイプのサンプル前処理法とは異なり、複
雑なマトリックス中の脂質を選択的に除去できるユニークな充填剤で、分析対象物を損失す
ることなく脂質を除去することができます。

さらに、EMR-Lipid は簡便な分散固相抽出 (dSPE) フォーマットを使用し、現行のサンプル前処
理ワークフローに簡単に取り込むことができます。革新的な EMR-Lipid 技術は、サンプルの脂
質含有量に関係なく、単一の充填剤を使用してさまざまなサンプルから脂質を効果的に除去
します。

標準プロトコルを用いれば、脂質の多いマトリックスのサンプル処理で事前に必要となる複
雑なメソッド開発をする必要はありません。あらかじめ定義されたプロトコルを用いれば、
習熟するためのトレーニングや文書作成の必要性も減り、前処理を簡素化でき、ラボの生産
性を合理化して運用コストを削減します。
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アボカド中の農薬の多成分残留物分析のための
QuEChERS-EMR プロトコル

上部の ACN 抽出液 200 µL と水 800 µL を
混合してサンプルバイアルに移す。

必要に応じてボルテックスミキサーで撹拌し、遠心分離

GC/MS または GC/MS/MS 分析用のサンプルの準備が完了 LC/MS または LC/MS/MS 分析用のサンプルの準備が完了

ホモジナイズしたアボカドサンプルを正確に 15 g 計量して 50 mL 遠心チューブに入れる

EMR dSPE 15 mL チューブに水 5 mL を加えた後、 ACN 抽出液の上部 5 mL を入れる

15 mL の 1 % 酢酸含有アセトニトリル (ACN) と AOAC QuEChERS 抽出キットを加える

IS と STD を QC サンプルに添加し、IS をマトリックスブランク以外のすべてのサンプルに添加し、
ボルテックスミキサーで撹拌

5,000 rpm で 5 分間遠心分離

ふたをして振とう機で 2 分間強く振とう

ボルテックスミキサーで撹拌し、遠心分離

STD および IS をマトリックスブランクに後添加してマトリックス適合キャリブレーション標準を作成

上澄み 5 mL を EMR 脱塩チューブに移す

ボルテックスミキサーで撹拌し遠心分離して、ACN の上部層を別のバイアルに移す
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サーモン中の PAH の分析用 EMR プロトコル

ホモジナイズしたサーモンサンプルを正確に 15 g 計量して 50 mL 遠心分離チューブに入れる

ACN 抽出液 8 mL を EMR dSPE 15 mL チューブに移す

10 mL の ACN を添加

IS および STD を QC サンプルに添加し、マトリックスブランクを除くすべてのサンプルに IS を添加し、
ボルテックスミキサーで撹拌

5,000 rpm で 5 分間遠心分離

ふたをして振とう機で 2 分間強く振とう

ボルテックスミキサーで撹拌し、遠心分離

STD および IS をマトリックスブランクに後添加してマトリックス適合キャリブレーション標準を作成

上澄み 5 mL を EMR 脱塩チューブに移す

ボルテックスミキサーで撹拌し遠心分離して、ACN の上部層を別のバイアルに移す

GC/MS 分析用のサンプルの準備が完了
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ウシ肝臓中の残留動物用医薬品の多成分同時分析のための
PPT-EMR プロトコル

ホモジナイズしたウシ肝臓サンプルを正確に 2 g 計量して 50 mL 遠心分離チューブに入れる

ACN 抽出液の上部 5 mL と 5 mM 酢酸アンモニウム緩衝液 5 mL を 
15 mL EMR dSPE チューブに移す

5 % ギ酸含有 ACN 10 mL を追加

5,000 rpm で 5 分間遠心分離

ふたをして振とう機で 2 分間強く振とう

ボルテックスミキサーで撹拌し、遠心分離

上澄み 5 mL を EMR 脱塩チューブに移す

ボルテックスミキサーで撹拌し、遠心分離し、マトリックスブランクサンプルの場合は、
ACN の上部層を別のチューブに移す

ACN 最終抽出液の上部 200 µL と水 800 µL を混合ボルテックスミキサーで撹拌

LC/MS 分析用のサンプルの準備が完了

IS および STD を QC サンプルに添加し、マトリックスブランクを除くすべての
サンプルに IS を添加ボルテックスミキサーで撹拌

STD および IS をマトリックスブランクに後添加して
マトリックス適合キャリブレーション標準を作成


